
女性人材育成事業 【池田市】

・令和5年に実施した市民意識調査では、女性の就業形態は非正規雇用が多く、専業主
婦の割合も男性と比べて高くなっている。
・今後仕事につく上で、家事・育児・介護との両立について不安に感じている女性の割合
が男性に比べ高くなっている。そして、女性が働き続けるために「男性の家事・育児・介護
等への積極的参加が必要である」と半数近くの男女が回答している。
・同意識調査によると、様々な分野ごとの男女の地位について、「男性が優遇されてい
る」と感じている者の割合が、H23年度の前回調査に比べ、高くなっており、男女共同参
画の視点が浸透し敏感になりつつあることも推測されるが、不平等感を感じている人が
増加している。

地域の実情と課題

広報・宣伝について、企業に対しては、池田商工会議所を通して、
広報の依頼をし連携を行った。
また、様々な市民活動団体に対して、池田市公益活動促進協議会
を通して広報・宣伝の依頼をした。

連携団体

・2期の実施に向けて、起業や地域活動など、参加者のチャレンジ
計画の分野は多岐にわたるため、講師との相談会のみではなく、
各参加者のめざすところ・ニーズを把握し、計画内容にあった関係
機関・団体との相談会の機会を設定するなど、参加者の計画実現
に向けて、伴走型支援の体制を充実させる必要がある。
・また、プログラム終了後の懇親会や報告会等について市が主導
し、継続したネットワーキングの機会を支援する

今後の課題

・19名が参加し、最終段階で17名がチャレンジ計画書を提出した。
起業をめざす女性、管理職として仕事と育児の両立をめざす女性、
教育・防災・居場所づくりなど様々な分野で、地域のために活動し
たい女性が参加した。
・プログラム終了後、参加者主体の定期的な懇談会が開催される
など、お互いの進捗報告や、協力依頼をするなど、ネットワーキン
グを構築する場となっている。

事業の効果

多様な背景を持つ女性が、起業や地域活動など、自らの思いを

実現するための一歩を後押しすると同時に、女性のネットワーキン

グを促進する。

参加者数：19人（目標15人）

起業をめざす女性の輩出：2人（目標2人）

目的・目標

・オープニングに著名な方にお願いしたことで、参加者のモチベー
ションやプログラム全体の雰囲気が醸成され、全日を通して、参加
者から積極的な姿勢が見られた。
・育児中、シングルマザー、単身者、高齢者、起業をめざす方など、
多様な女性の参加により、互いに触発しあえるようなネットワーク
となった。

事業の特徴

個別事業費 1,429 千円

交付金額 1,071 千円

事業番号 1



事業の概要

〈概要〉
女性が多様な生き方について考える機会を提供し、 また自分らしいチャレンジを応援

するため、様々な 分野で活躍されている方の話を聞き、仲間との対話を通して思いを形

にするために必要な知識とスキルを身につける女性のためのプログラムとして実施した。

参加者は、プログラム終了までにチャレンジのための計画を作成し、そのうちダイバーシ

ティ社会の推進につながる計画については、審査のうえ「チャレンジ支援金」を交付した。

対象：おおむね18歳～65歳の女性

期間：8月～11月の土曜日の午後 5日間(月1回) × 3年

定員：10～15名

内容：

第1回：8/31(土) キックオフセミナー「一歩を踏み出せば、私も、まちも変わる」

第2回：9/21(土) 市内で一歩踏み出しているロールモデルの話を聞こう

第3回：10/12(土) 「思いをカタチに①」ロジカルシンキングを磨く

第4回：11/9(土) 思いをカタチに②」コミュニケーションスキルを磨く

第5回：11/30(土) 「池田市長へのプレゼンテーション～チャレンジ宣言～」

チャレンジ計画提出者：17名

IWN:Ikeda Women’s Network
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